
節談説教と祖父江省念
　猛暑の続く某日、大相撲が終わって間もない名古

屋を訪ねた。

　最初に東海ラジオ放送に行って、制作者の秋田和

典氏に話を伺う。

　2011 年の秋に、アーカイブで 1996 年に亡くな

られた祖父江省念師の節談説教のテープを発見した

ところから制作が始まった、という。

　このようなアーカイブは、放送局の宝物である。

録音し、放送した当時にはその価値が分からなかっ

たものも、その後の年月を経るにつれて、きわめて

貴重なものになっている可能性がある。放送局各社

の意欲あるディレクターたちは、一度資料室を漁っ

てみるといい。飛躍へのヒントが見つかるかもしれ

ない、とお話を聞いていて思う。

　幸いなことに、民間芸能研究者であり、節談説教

研究の第一人者だった佛教大学名誉教授関山和夫先

生の協力を得ることができた。先生は今年 5月 9

日に 84歳で亡くなられた。これが最後のお仕事に

なられた。仏教で言う因縁のようなものを感じる。

　節談説教は、お寺で行われる。仏教の教えを分かり

やすく面白く、唄うようにして伝えるものだった。笑

わせたり泣かせたりしながら、最後には仏様のありが

たい功徳を唄って語る。聴衆は善男善女。当時の省念

師の録音を聴いていると、お堂をいっぱいに埋めた信

者さんたちが、感極まって、「ナンマイダブ、ナンマ

イダブ」の合唱が澎湃と沸き起こるのだ。圧巻である。

　説教をするのは僧侶であるから、宗教活動なのだ

が、その大衆性から、浪曲やデロレン節などの、民

間芸能の祖形とも考えられている。一時期、小沢昭

一氏や永六輔氏の放浪芸発掘ブームなどで脚光を浴

びた。名古屋は、民間話芸が盛んな土地である。平

家琵琶や三河万歳などが有名だが、節談説教も、各

所でふつうに行われていたという。

　そんなことを教えてもらってから、省念師の孫で

あり、今や数少ない説教使でしかも女性である佳乃

さんに会いに行った。場所は省念師の有隣寺のそば

の“志ら玉”という、古民家を移築した料亭の奥座

敷で、フグの煮凝りをはじめとする、いかにも夏ら

しい涼しげな会席をいただく。

　省念師もこの店の常連で、一家とは昔から家族ぐ

るみのお付き合いをされていた方たちである。おか

みさんも交えて、省念師生前のさまざまなお話しを

聞くことができた。

　そもそも節談説教は、仏教伝来の頃から行われた

という。仏教の大衆化に力があって、昭和の初めご

ろまでは、全国に説教所があって、有名無名の説教

使たちが人気を競うようなものだったという。綾小

路きみまろのライブのようだと言ったら叱られるか

もしれないのだが、どうも雰囲気はそれに近いと想

像される。有隣寺で省念師の説教が開かれる日には、

朝早くから熱心な人々が集まって、夕方まで話を聞

いて帰っていく。昼の休憩にはうどんが出たりした

という。

　ただ、そのような大衆性は仏教の通俗化を招くと

いうので、戦後は衰退していく。その時代に省念師

は、「日本仏教伝統の節談説教を現代に継承する正

統説教者」（関山和夫『説教』1974）の最後の一人

として活躍した。
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声の力
　今年のラジオ部門の本賞は、東海ラジオ放送制作の

『よみがえる話芸　節談説教』だった。祖父江省念と

いう最後の節談説教使をめぐって、その愛孫である

祖父江佳乃さんが、その志を継ぐべく頑張っている

ことを、女流講談師である神田京子さんが訊き、語る。

　私たちは言葉を載せる「声」という媒体をふだんあ

まり意識していない。何も考えずにふつうに使って、

それを変化させること、そこに特別な感情を汲み取る

ことを、意識的に行うことはほとんどない。しかし、

ラジオは、音だけの世界であり、そこに登場する人々

は、姿かたちが一切なく、否も応もなく、声だけで

判断されてしまう。どのような声で語られるか、そ

こでどのように言葉が使われるか、ということが、

良質な番組を作る非常に大きな決め手になる。

　ラジオを聴いていると、練り上げられた声と、素人

の声を簡単に区別できるようになる。よく鍛えられた

声は、圧倒的な力を持ち、それによって語られる言

葉がとても心地よいものになる。いわば声の芸のよ

うなものがあるように思うのだが、それを実証する

ように、この番組は、声の持つ凄みを伝えてくれた。

　審査員全員一致でこの番組が推されたのは、故な

いことではない。声の力をおざなりにしている番組

があまりに多いなかで、省念師の素晴らしい声は言

うまでもなく、佳乃さん、神田さん、また少しだけ

流れる小沢昭一氏の声は、聞いている者の耳を一瞬

にしてしっかりと奪い、引き込んでいった。

ル ポ

秋田 和典  さん　（あきた かずのり）

東海ラジオ放送制作局制作部

1950年愛知県出身。73年入社。『さんさんモーニ

ング』『ぶっつけワイド』『ミッドナイト東海』など

多くの人気ワイド番組を担当。『太夫と才蔵の村』で

平成20年民間放送連盟賞ラジオ教養部門優秀賞、

『詩人、城山三郎が遺したことば』で平成21年度文

化庁芸術祭ラジオ部門ドキュメンタリーの部優秀賞

を受賞。『よみがえる話芸　節談説教』は平成24年

度文化庁芸術祭ラジオ部門大賞も受賞。

金田一 秀穂  さん　( きんだいち ひでほ）

ラジオ番組審査委員長

よみがえる話芸　節談説教
東海ラジオ放送訪問記

　落語や講談など日本の話芸の源流といわれる「節
ふ し

談
だ ん

説
せ っ

教
きょう

」。

僧侶が信者に仏教の教えを説くために言葉に節（抑揚）をつけ、

美声とジェスチャーで聴衆の感覚に訴える説教のことで、その

実像と魅力に迫った『よみがえる話芸　節談説教』で本賞と制

作賞を受賞した秋田和典プロデューサーを名古屋にたずねた。

金田一　秀穂

本賞＆制作賞

祖父江省念師 祖父江佳乃さん
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部門 賞  ( 賞 金 ) 受   賞   者 番  組  名  ・  業  績

番    

組    

部    

門

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

本　賞 （80 万円） NHK NHK スペシャル 
メルトダウン　File.3　原子炉“冷却”の死角
NHK スペシャル
黒い雨 ～活かされなかった被爆者調査～
NHK スペシャル　シリーズ東日本大震災
追跡　復興予算 19 兆円

優秀賞 （40 万円） NHK 広島放送局

テレビドキュ
メンタリー    
番組賞

（20 万円）

（20 万円）

（20 万円） NHK

テレビドラマ
番組賞

（80 万円） リーガル・ハイ

ETV 特集　原田正純　水俣　未来への遺産

NHK スペシャル　世界初撮影！深海の超巨大イカ

（40 万円） NHK

（20 万円） フジテレビジョン

（20 万円） WOWOW

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
番
組

本　賞

優秀賞 テレビ 60 年記念ドラマ　メイドインジャパン

最高の離婚

連続ドラマＷ　ヒトリシズカ

ラ
ジ
オ
番
組

（80 万円） 東海ラジオ放送

（40 万円） 朝日放送

個
別
分
野

（10 万円） 瑛太

ラジオ番組賞

最高の離婚

（10 万円） 尾野 真千子

演技賞

演技賞

制作賞

最高の離婚

（10 万円） 古沢 良太 リーガル ･ ハイ

（10 万円） 秋田 和典

特別賞

よみがえる話芸　節談説教

SD カードスクランブラーの開発

ツインズカムの開発

脚本賞

原田正純　水俣　未来への遺産

個
人
・
グ
ル
ー
プ
部
門

放
送
文
化

（30 万円） 貴重な映像で地球と宇宙の繋がりを描き出し、新たな地
球観・宇宙観を視聴者に提示した

位相調光制御対応 LED 駆動装置の開発およびフラッドラ
イトの実用化

東日本大震災に遭遇した人々の証言を記録、放送・WEB・
書籍等、幅広く視聴・検索可能な形態で公開した

（30 万円）

（30 万円）

（30 万円）
放
送
技
術

SD カードスクランブラー開発グループ
代表　保谷 和宏（フジテレビジョン）

位相調光制御対応 LED 駆動装置開発 グループ
代表　小寺 勝馬 （日本テレビ放送網）

※番組部門の各賞と個人・グループ部門は、受付順による。

テ
レ
ビ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
番
組

（80 万円） NHK

（40 万円） テレビ朝日

本　賞

優秀賞

（20 万円） 宮崎放送 西米良ご長寿御一行様　平成のお江戸見物ツアー

よみがえる話芸　節談説教

テレビエンター
テインメント番組賞

優秀賞

（30 万円） ツインズカム開発グループ
代表　沢田 智 （NHK）

NHK 福岡放送局、
NHK 熊本放送局

フジテレビジョン、
共同テレビジョン

NHK 仙台放送局、
NHK 盛岡放送局

（20 万円） 北海道放送

本　賞

凍えた部屋 ～姉妹の“孤立死”が問うもの～

NHK スペシャル
釜石の“奇跡” いのちを守る特別授業
あの名曲を方言で熱唱！
新春全日本なまりうたトーナメント

日曜スペシャル　
調律師という芸術家　最高の音楽を作る究極のピアノ調律

原田 正純

NHK 東日本大震災 証言プロジェクト

NHK 「宇宙の渚」制作グループ

ラジオ よみがえる話芸　節談説教

　何よりもその声が素晴らしい。養老の滝に向かっ

て発声して独特のしわがれ声を作ったというが、そ

のような話は、演歌歌手たちの苦労話としてよく聞

く。しかし潰れてしわがれているだけでは魅力がな

い。声に艶がなければならないのだと師は言ってい

たという。たしかにその声は独特で、いちばん似て

いるのはモンゴルのホーミーという発声法である。

あるいはブルガリアンコーラスが似ている。徹底的

に強い地声である。アメ横の魚屋さんの呼び声にも

近い。

　「一こえ、二ふし、三おとこ」と省念師は佳乃さ

んに教えたという。説教使として一番大事なのは声

の良さ、次に節回しの上手さ、そうして見てくれの

良さも大事であると。いわばルックスである。

　省念師の写真が残っている。立派なひげを蓄えら

れて、威厳がある。しかも目は優しげで、どこか洒

脱で俗にも通じていながら、あくまでも高僧として

の脱俗の気品がある。演者であると同時に演出家と

して、さまざまな工夫や計算をされたのだろう。

　晩年、省念師は目を悪くされたのだが、佳乃さん

は、地方の会場で高座に上がる先導者として、いつ

もついていった。そのことが、節談説教を継ぐきっ

かけになっているという。当時、省念師は人気抜群

で、誰もが師の手を引きたがった。それで、可愛ら

しい孫娘が手を引けば、誰もが納得した。今でもそ

のことを覚えている地方の人たちは、佳乃さんが説

教に行くと、可愛がってくれ、応援してくれるとい

う。ありがたいことである。

　不世出の名人と言われた祖父の後を継ぐことに、

特別なプレッシャーはなかった、と佳乃さんは言う。

女だからということもあるのでしょうが、何よりも、

おじいちゃんの後継ぎというより、おじいちゃんの

一番のファンであるという姿勢が、気構えを楽にし

ているのではなかろうかと、筆者は愚考する。

生まれるものと、消えていくもの
　食事を終えて、近所の有隣寺へ案内された。

　有隣寺は住宅街の中の、近代的なお寺である。コ

ンクリートでつくられて、幼稚園が併設されている。

いわゆるお寺の情緒はないが、地域の中にしっかり

根差して、現役でバリバリ活動している宗教施設で

あることを感じさせて、好感が持てる。

　階上に本堂があって、正面左側に説教使の座る高

座が作られている。明るく、清潔である。禅宗の寺

などと違って、内陣が広くない。信徒の座る席であ

る外陣がひろびろと取られている。ここで、省念師

の説教が週一回開かれたという。

　外陣を埋めた人々の間を、竿の先に籠をつけたもの

を小僧さんたちが持って回る。お布施を集めるのである。

　また、本堂の裏には古い建物が残されていた。か

つて小沢昭一さんは、そこに一か月泊りがけで省念

師の弟子入りをして、節談説教の修行をされたのだ

と聞く。小沢昭一氏も、今はない。

　大切な人々の死と一緒に、伝統が次々と消えてい

く。なんでも残せというわけではない。新しく生ま

れるものがあるのだから、消えていって仕方がない

ものもあるわけだ。しかし、何も知らないうちにい

つの間にか消えていってしまうのは残念である。消

えていってもいいのかどうか、その判断は一つ一つ

しておきたいと思う。

　節談説教は、お寺の宗教活動として、大変重要な

活力あるものだった。葬式仏教とか、観光仏教とし

て生き残ることだけが、お寺さんのすることではあ

るまい。日本人の精神生活の現代と未来において、

仏教の出来ることは非常に多いのではないか。その

一つとして、佳乃さんがしようとしていることは、

一石になるのではなかろうか。そんなことを感じな

がら、猛暑の名古屋を後にした。

Radio   　       
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